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(2 5)　｢『家の光』-創刊について｣　(『産業組合』大正十四年五月号)(2 6)　｢編集だより｣　(『家の光』大正十四年八月･一巻四号)(2 7)　｢読者談話室｣　(『家の光』大正十四年十二月･一巻八号)･(2 8)　当時の住宅事情について､昭和前期に行われた農村調査の
内容を参考にする｡東京帝国大学が､昭和四年から六年の間に､山形､新潟の農家について調査した内容をまとめ
(29)(00)(31)(32)(33)
た『農村生活の調査』　(東京帝国大学農学部農政学研究室､一九三三)　によると､仝五〇一戸の内､二階建ての家は五九戸であった｡また､農林省経済厚生部が昭和十年に､全国十二県三十六部落の農家を調査した『農村部落生活調査』　によると､仝一〇五一戸の内､二階建ては一〇五戸であった｡『農村生活の調査』　(東京帝国大学農学部農政学研究所､一九三三)　による｡同前『農村部落生活調査　(概要編)』　(農林省経済厚生部､一九三八)　による｡生活改善運動は､大正期から昭和前期にかけて､都市部の中流家庭を中心に行われた社会的な活動である｡第一次世界大戦後の生活安定を図る内務省の思想善導政策である民力滴養運動の一環として始まり､後に文部省や農商務省といった行政主導によって着手されたもので､生活改善同盟会を中心に活動が進められた｡その眼目は主に　｢一つには第一次世界大戦による日本経済の好況によって､奮修に流れる傾向をみたことへの批判､二は我国の国際的地位の向上によって名実相伴う大国民たることへの要請に基づいて､国民の生活改善が急務であること､第三にはその実践の役割は家政担当者である婦人に負う所が大であること｣　(中島邦｢大正期における『生活改善運動』｣『日本女性史論集(6)女性の暮らしと労働』一九九九)　であった｡中島邦｢大正期における『生活改善運動』｣　『日本女性史論
四五
集　(6)　女性の暮らしと労働』一九九九
(34)一例を挙げると､『婦人之友』では｢僅か十一畳の藁葺さの
家を近代的に利用したミス･マクギルの簡素な住居｣　(大正十三年十二月)､｢農家をそのまま利用した洋風の文化住宅｣(大正十四年一月)､｢簡単な仏関西料理三種｣　(大正十四年三月)　など､『主婦之友』　では　｢二千円で出来た便利な日本住宅｣　(大正十四年九月)'｢美味しいソースの作方五種｣　(大正十五年五月)　など｡
(35)　『家の光の二十五年』　(家の光協会､一九四九)(3 6)　同前(3 7)宮部一郎｢有元さんのこと｣　(『俗名さん』有元英夫遺稿刊行
会､一九六〇)
(3 8)　｢読者談話室｣　(『家の光』大正十四年六月･一巻二号)(3 9)　｢『家の光』　につき全国組合に望む｣　(『産業組合』大正十四
年十月号)
(40)　｢読者へ御願ひ｣　(『家の光』大正十四年十二月･一巻八号)(4 1)　『家の光の二十五年』､『家の光の四十年』､『家の光五十年の
人と動きと』　による｡
(42)　｢読者談話室｣　岩手･一読者(『家の光』大正十四年十月･
一巻六号)
(43)　｢読者談話室｣島根県･柳井養親(『家の光』大正十五年十一
月･二巻十一号)
(44)　｢読者談話室｣長野県･甘露寺(『家の光』大正十五年四月･
二巻四号)
四六
(45)　読者文芸欄の拡張についての要望は､例えば　｢読者の娯楽
にして冠句､語呂合､尚読者欄を設けることは願ひたいものであります｣　(｢読者談話室｣北海道の一読者｢感謝と希望｣一巻三号)　や､｢佳謡部新設していたゞけませんか｡御願いたします｡｣　(｢読者談話室｣鳥取県山本迎夢｢読者文芸を｣　二巻四号)､｢自由論壇を設けるか若しくは談話室の頁を増大する事｣(｢読者談話室｣長野県･春日薫･二巻十一号)など｡
(46)　｢編集室より｣　(『家の光』大正十五年十二月･二巻十二号)(4 7)　｢読者談話室｣佐賀県･風野徳一(『家の光』大正十五年十二
月･二巻十二号)
(48)　｢法律相談室｣　についてはへ　創刊号から一巻七号まで｢法律
問答｣　という質疑応答形式の連載がなされていたが一旦は打ち切られ､三巻一号で名前を改めて復活した｡
(49)　｢読者談話室｣島根･永井信義｢編集室へ｣　(『家の光』昭和
二年五月･三巻五号)
(50)　｢簡易な客膳料理｣　(『家の光』大正十四年十二月･一巻八号)(5 1)　｢編集だより｣　(『家の光』大正十四年八月･一巻四号)(52)有元英夫『俗名さん』　(有元英夫遺稿刊行会､一九六〇)(53)本論で明らかにしてきた創刊期の編集スタイルは'重ねて
述べるように『家の光』が　｢農村向け｣　としての誌面を実現させてい-方策であったが､一方で､別の意図もあっただろう｡それは､編集部と読者との相互の関係性の中で誌面を改良するというやり取りを通して､『家の光』が､読者
の要望に応える柔軟性と､読者に歩み寄る親和性を備えた雑誌であるということを､読者側に印象づける意図であったと思われる｡創刊期の編集においてこのような思惑が存在していた可能性も､雑誌『家の光』　の性格を考える上で看過できない点であることを付言してお-｡
(班)梅山一郎の編集の概要については､拙稿｢『家の光』　の誌面
改良　-　梅山一郎の編集態度を中心に　-　｣　(『リテラシー史研究』第四号､二〇一二一)を参照されたい｡
(5 5)小作争議は､大正七(一九一八)年のシベリア出兵を見越し
た米の買い占めや投機によって､米価が四倍に跳ね上がったことに対し､富山県魚津を皮切りに各地で起こった抗議運動に端を発するものである｡この流れと､地方労働者の待遇改善運動が連動し､小作料の引き下げなど生活難の打開を求める農民を含めた地方労働者の全体的な運動へと拡大していき､大正後期から昭和初期にかけて全国で展開された｡(以上は､林宥一『日本農民運動史論』(日本経済評論社､二〇〇〇)　を参考とした｡)
(56)農民組合は､明治期に､小作人による対地主の運動の中で各
地に生じた自主的な組合が原初的な形態であるが､大正期の小作争議(注55)　の高まりが全国的な組織を形成する契機となり､大正十一(一九二一)年四月に日本農民組合が結成された｡これにより､農村における小作争議などの運動はへ　より規模を拡大し､活発化してい-こととなり､結合と決裂を繰り返しながらも昭和十年代まで続-一大組織
が成立することになった｡(以上は､農民組合史刊行会編『農民組合運動史』(日本民政調査会､一九六四)を参考とした｡)
(5 7)　農民文学は､明治三十年代以降より｢郷土芸術｣､｢田園文
学｣､｢農民小説｣などの用語で原型として存在していたが､それは中央文壇における自然主義的な潮流の中で生じた単発のものであり､本格的な展開を見せるのは､プロレタリア文学や民衆芸術論の盛り上がりという流れを受けた､大正後期になってからのことである｡犬田卯によると｢農民文学として､ある一定の内容､主張を持ち､目標(目的意識)をもって広-世間に呼びかけてきたジャンルが､初めてわれわれの前に姿を現したのは　(-)　実に､大正十二年三月のことであり､そして､直接的にその動機となったものは､その前年(大正十一年)　十二月二日､東京神田の明治会館で行われた『シャルル･ルイ･フィリップ十三周忌記念講演会』であった｣　(犬田卯『日本農民文学史』農山漁村文化協会､一九五八)｡大正末から昭和初年にかけては､農民文学の勃興期と言える展開を見せており､数々の作家･作品を生み出していた｡農民文学の盛り上がりの時期と､『家の光』の創刊期は､ほぼ重なっていると言うことが出来る｡
*本稿は'日本学術振興会科学研究費補助金(特別研究員奨励賞)
による研究成果の一部である｡
(東北大学大学院文学研究科後期課程在籍)
四七
